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山都町の人口
〔令和２年１月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，０６７人

７，５８２人

１４，６４９人

６，４８５戸

（△１４）

（△１５）

（△２９）

（△１０）

※（　）は前月比

※最高齢は 109歳〔女性１人〕

※令和２年１月の出生者数　 7 人

※令和２年１月の死亡者数  26 人
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「熊本県立大学でジビエホットドックを販売しました！」
　こんにちは！地域おこし協力隊の出口です！
　私は移住定住業務の他に、大学生との連携（若
者の担い手育成）にも取り組んでいます。
　1月 21日（火曜日）に昨年から取り組んで
いる、熊本県立大学の学生と共同開発したジビ
エホットドックを熊本県立大学の学食で販売
し、150食を完売することができました。
　メニューは、ジビエ（鹿肉ソーセージ）、有機野菜、パン、ゆずソー
スや玉ねぎピクルス、イチゴ（デザート）を中心に、ほとんどを町内産
にこだわり提供しました。
　「鹿肉が思ったより食べやすい」「野菜、パンが美味しい」などの感想
を頂きました。
　今後も町内外のイベントを中心に、山都町ジビエの PRのため、ジビ
エホットドックの提供方法を模索していきたいと思います。
◎移住定住に関するご相談は、
　山の都地域しごとセンター☎ 0967-72-9111 まで、お気軽にお問
合せください。

　昨年以上に暖かい日が多く、今年
は雪を見ずに春を迎えそうな予感
がし、このまま雪が降らないことが
当たり前になるのかなと不安にな
りました。また暖冬による野菜の価
格や虫の被害を心配する声も聞き、
「温暖化による環境の変化」という
言葉を初めて身近に感じました。
　昨年の７月号から「山都町×
SDGs」という特集を掲載していま
すが、地球温暖化をはじめ、食品ロ
スやゴミ問題など地球規模の問題
を身近な視点から考え、その問題に
対し家庭や地域から取り組める行
動などを紹介しています。
　レジ袋ではなく、自分の買い物袋
を使う、水筒を持ち歩くなど、生活
の中でちょっと変えるだけで取り
組めることがあるので、実践してみ
ようと思います！　　　　（坂本奈）
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　政府では、サイバーセキュリティに関する普及啓発強化のため、２月１日から３月 18日ま
でを「サイバーセキュリティ月間」としています。
　この機会に一人ひとりがサイバーに関する関心を高め、セキュリティ対策を徹底するよう
にしましょう。

　インターネットは、安全に正しく使えば役立つ便利なものですが、使い方を間違えると思
わぬトラブルに巻き込まれる危険性があります。
　子供たちをネットの被害者にも加害者にもさせないためには、保護者の関わり方が重要です。

２月１日～３月 18日は「サイバーセキュリティ月間」です。

青少年が安心してインターネットを利用するために保護者ができること

○　ＯＳやソフトウェアは常に最新の状態にしておきましょう。
○　ＩＤ・パスワードは絶対に教えないようにするとともに、使い回さないようにしましょう。
○　メールフィルターやアプリのインストールなど、携帯電話（スマホ）の設定等を確認しておき
ましょう。

○　安易にメールに添付されたＵＲＬにアクセスしないようにしましょう。
○　身に覚えのない添付ファイルは開かないようにしましょう。
○　「不正アクセスがあります」「ハッキングされました」等の不安をあおるメールが来ても、詐欺
と疑って慎重に行動するようにしましょう。

○　ウィルス対策ソフトを導入しましょう。
○　ネットショッピングでは信頼できるお店を選びましょう。
○　大切な情報は失う前に複製しましょう。
○　外出先では紛失・盗難に注意しましょう。

　コンビニエンスストアで、「アップルストア」「グーグルプレイ」「アマゾンギフトカード」などを
購入するように言う電話は、詐欺です。
　最近は、メール等を利用した詐欺や、インターネットバンキングによる不正送金、配送業者を装っ
て不在通知を送りつけてくる詐欺なども増えています。
　少しでも不審に思うような電話やメールがきたら、山都警察署に相談してください。

保護者ができる３つのポイント
①　家庭のルールを子供と一緒に作りましょう
　　なぜルールが必要なのかを子供が理解し、きちんと守れる具体的なルールを作りましょう。
②　機器とアプリの特性や設定を確認した上で利用させましょう
　　持たせ始め、使い始めが肝心ですので、初期設定は必ず保護者が行いましょう。
　　子供の成長に合わせて、少しずつ利用できる範囲を広げていきましょう。
③　フィルタリング機能を正しく知って上手に活用しましょう
　　フィルタリングは、トラブルを軽減してくれる頼もしい味方です。
　　成熟度や使い方に応じて、徐々にレベルを緩めるなど、フィルタリングを活用して子供を守り
ましょう。

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.pref.kumamoto.jp/police/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

・ぶつかるよ　ながらうんてん　じこのもと みずた りょう（矢部小１年）
・そこの君　スマホ見るより　前を見て 松 本　大 蔵（矢部中２年）

交通安全標語
令和元年度受賞作品
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